
名勝豪渓の「耕作放棄地」を美化する事業
令 和 ７ 年 度 事業 報 告

豪渓を守る会

代表 平田勝彦



２．事業の目的



３．今年の主な事業の取組み



４．花の苗の植付け、お花畑の手入れ



５．お花畑の手入れ



６．ダイコンの販売



７．アケビバナナの植付け



８．アケビバナナに実が！



ご清聴ありがとう

ございました

１０．おわりに



「今後も美化を維持できるのか？」
① この畑（一部）を、代表である私が、個人的に購入したので、個人
の畑として維持管理を続ける。幸い、周囲を猪防除の柵で囲い、野菜作
りの資材や機材も確保できたので、なんとか美化の維持に努めたい。な
お、長男も畑作りに前向きなので、当面は大丈夫と考えている。

[今回で活動を終了した理由」
① 会員の高齢化と会員の病気・入院などで労働力が不足したこと。
② 地域の過疎化の波が、予想以上に早くきたこと。過疎化のバロメーターである
小学校は、存立危機に瀕している。我が池田小学校も廃校になるかも？

10.番外編


